
上尾市男女共同参画推進センター 

令和 7年度 彩の子ネットワーク共催講座実施報告書 

名  称 すべての人の中の「子ども」がひびきあう世界へ 

子どもの育つ姿から、私たちの生きる道筋を探そう 

目  的 虐待やいじめ、家庭不和など子どもの心の健康を取り巻く状況の理解を深め、SOS

を受け取った時に大人ができることは何か考える。 

対  象 一般、子育て中の方、子育て支援者等テーマに興味のある方 

当日参加人数 24名  ※うち保育利用７名 

開催場所 上尾公民館 講座室５０１ （保育 講座室４０１） 

日  時 ２０２６年２月１０日（火） １4時 00分から 15時 30分 

講  師 山口有紗さん （小児科医・子どものこころ専門医） 

開催内容 ・子どもの育ちの土台をつくるアタッチメント、逆境体験やポジティブな体験が人生

にどんな影響となるか。 

・こだわりってどんなことか。子どものこころの健康を取り巻く状況。 

・こころのしんどさを受け取ったときにできることは。 

・しんどい状況にあったとしても、安心して生きていけるようになるには。 

・すべての人が、その人の幸せの花をひらいていけるように、「トラウマインフォーム

ド・ケア」や「コミュニティ・レジリエンス」の視点を共有。 

・誰の中にもある「子ども性」を大事にすることから、社会のあらゆること、政策の中

に、子ども側からの視点を意識してつくることが、これからの時代を生きやすくできる

のではないか。 

参加者の声 ・子どもたちのケアに注目しがちだけど、自分のケアもしっかりしたいと思いました。発

達をスキップできない、見えていることは氷山の一角という言葉が印象的でした。自

分の子どもが、もうまもなく１００か月が過ぎるので、子どもの気持ちによりそって過ご

すことができただろうかと、振返るきっかけになった。 

・子どもの権利を守ると、社会で言われてはいますが、まだまだ、先生のように本質

的に考えを持つ大人は少ないと思います。子どもたちに「あこがれられる大人」を目

指して生きていきたいと思います。 

講座チラシ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


